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問題 

閉店後の洋菓子店で、売れ残った３種類の商品（シュークリーム，タルト，チーズケーキの各

一つ）を店員Ａ～Ｄの４人が分けて持ち帰ることとなった。Ａ～Ｄは、それぞれ商品を一つだ

け選んで希望を出し、その希望が他の誰とも重ならなかった場合に、その商品を持ち帰ること

ができる。 

そこで、４人は、自分以外の３人の希望について次のように予測し、自分の希望がかなう可能

性のある商品を選ぶこととした。 

 

○ Ａは、「他の３人はみなシュークリームを選ぶ」と予測した。 

○ Ｂは、「Ｃはチーズケーキを選ぶ」と予測した。 

○ Ｃは、「Ｄはタルトを選ぶ」と予測した。 

○ Ｄは、「ＡかＢのうち１人のみがチーズケーキを選ぶ」と予測した。 

 

４人が同時に希望を出したところ、上記四つの予測はどれも外れていた。このとき、Ａ～Ｄが

行った選択について、確実にいえるのはどれか。 

 

1．チーズケーキを選んだのは１人だった。 

2．タルトを選んだのは２人だった。 

3．Ａが選んだ商品は確定できない。 

4．ＢとＣは同じ商品を選んだ。 

5．ＣとＤは異なる商品を選んだ。 

 

 

 

  



  

 

解説 

Ａ～Ｄと希望した商品について、対応表を作成します。 

Ａは、他の３人はみなシュークリームを選ぶと予想したので、シュークリームを選んでいませ

ん。 

同様に、Ｂはチーズケーキを、Ｃはタルトを、Ｄはチーズケーキを選んでいないので、それぞ

れ×を記入します。 

また、予想はいずれも外れていたので、Ｃはチーズケーキを選んでおらず、Ｄはタルトを選ん

でいません。 

ここまでで、表１を得ます。 

 

   表１ 

    

 

 

 

 

 

 

表１より、Ｃ，Ｄが希望したのはいずれもシュークリームとわかりますが、ここで、Ｂもまた、

シュークリームを選ぶと、Ａの予想が当たったことになりますので、Ｂはシュークリームでは

なく、タルトを選んだことになります。 

また、Ａがチーズケーキを選ぶと、Ｄの予想が当たってしまいますので、Ａはチーズケーキで

はなく、タルトを選んだとわかり、表２のように決まります。 

 

   表２ 

    

 

 

 

 

 

 

 

以上より、正解は肢２です。 

 

 

 シュー タルト チーズ 

Ａ ×   

Ｂ   × 

Ｃ  × × 

Ｄ  × × 

 シュー タルト チーズ 

Ａ × ○ × 

Ｂ × ○ × 

Ｃ ○ × × 

Ｄ ○ × × 


